
デジタル地図帳が 
できるまで 

（PDF Maps編） 



アプリの下ごしらえ 
①「カシミール３D」の 
「マップカッター」で地図 
を切り出します。 



②こんな感じです。 





③切り出した地図データを変換するEXCEL
マクロがあります。 



④「QGIS」というGISソフトで、更に 
「Geotiff」(位置情報を持った画像ファイル） 
に変換します。 



④画像を再保存して、ファイル共有アプリ 
「Drop BoX」に保存します。 



ここからが皆さんの作業です。 



① PDF Mapsを開きます 



②初期画面が出てきたら「地図」を選び、 
右上の＋をタップします 



③「Drop Boxから」を選びます。 



④フォルダ「ochas」を開きます。 



⑤一番上のファイルを選んで、 
「インポート」をタップします。 



⑥地図ファイルのダウンロード 
が始まります。 



⑦ダウンロードが完了したら 
開いてみましょう。 



⑧現在位置や画像の精度を確かめてみ
ましょう。 



⑨同じように、他のファイルも 
 ダウンロードします。 



⑩地図に写真を埋め込んでみましょう。 
  
 写真を入れたい場所を地図の中心に合わせて、
左下のピンのアイコンをタップします。 



⑪ピン型のアイコンが立ったら、それに触れ、 
「地図マーカー１」という吹き出しを開きます。 



⑫タイトルを変えて、写真を埋め込んでみま
しょう。 



⑬写真を入れるには、その場で撮って入れる方
法と、あらかじめ撮った写真をトリミングなどした
上で後から入れる方法があります。 



⑭写真が入ると、アイコンの部分に 
表示されます。 



⑮撮った写真を共有したいときは、 
Kmlファイルで書き出せます。 
Kmlファイルをあらかじめ作っておいたり、 
位置情報付きの写真を一気に地図上に散らすことも
可能です。 
（・・・そのあたりは、また改めて機会があれば） 


